
道守九州会議交流会「みちづくしｉｎ竹田２０２３」を下記のとおり開催します。

「みちづくし」は、道守活動を行っている九州７県の道守会議の会員が一堂に会し、情報交

換を通じて相互交流を行い、道への関心や愛護の心を育み、道を守り育てる活動の普及を

促すことを目的に、２００４年より開催されています。

（※）２０２２年は熊本県阿蘇市で開催

「みちづくしｉｎ竹田２０２３」に九州の道守会員が集結！

令和５年１０月２３日
九 州 地 方 整 備 局
佐伯河川国道事務所
大分河川国道事務所

＜問合せ先＞

みちづくしｉｎ竹田２０２３実行委員会 事務局

国土交通省 九州地方整備局 佐伯河川国道事務所 TEL：０９７２－２２－１８８０ （代表）

技術副所長 那須 一彦、道路管理課長 平川 範貴

国土交通省 九州地方整備局 大分河川国道事務所 TEL：０９７－５４４－４１６７ （代表）

技術副所長 甲斐 猛、道路管理第一課長 見河 弾
か い たけし みかわ ただし

な す かずひこ ひらかわ のりたか

記

１．日時 ： １日目 交流会 令和５年１０月２７日（金） １３：３０～１７：３０

１．日時 ： ２日目 現地体験学習会 令和５年１０月２８日（土） ８：３０～１２：００

２．会場 ： 竹田市総合文化ホール グランツたけた（大分県竹田市玉来１－１）

３．プログラム ： 別紙のとおり

４．参加者数 ： 約４００名

５．主催 ： みちづくしｉｎ竹田２０２３実行委員会

◆報道関係者へのお願い：当日の取材は可能です。入場前に受付をお願いします。

取材は、進行を妨げないようにご配慮願います。

★道守とは：「道」を舞台にあるいはテーマに、道の清掃・美化や、安全で円滑な道への調

査・研究、道の歴史や文化の発掘・継承・活用など様々な活動を行っている人

たちを「道守」と名付け、その活動を「道守活動」と読んでいます。

☆道守九州会議ホームページ：http://www.qsr.mlit.go.jp/n-michi/michimori/
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2023 交流会・交流集会

グランツたけた 

～魅惑のバイウェイ竹田を満喫～

竹田市総合文化ホール

金
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10 土28 現地体験学習会

[ 受付 ] 12:30 ～　[ 交流会 ]13:30 ～ 17:30  [ 交流集会 ]18:00 ～ 20:00

Aコース：岡城跡・城下町を歩き歴史文化を感じよう
Bコース：久住高原と先人の見た風景に触れよう
Cコース：祖母山麓の名水、遺産巡り、たけたの水文化を知ろう

主催：「みちづくし in竹田2023」実行委員会 　
共催：道守九州会議、国土交通省九州地方整備局、大分県、竹田市、（一社）九州地域づくり協会
後援：福岡県・佐賀県・長崎県・熊本県・宮崎県・鹿児島県・九州風景街道推進会議・九州・沖縄「道の駅」連絡会

みちづくしin竹田2023 道守大分会議 検索
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３つの輪３つの輪

道守九州会議道守九州会議

住所：大分県竹田市大字玉来1番地1

久住高原白水の滝



みちづくしin竹田2023 プログラム概要 

グランツたけた 廉太郎ホール

開会

道守功労表彰

【第一部】 トークセッション (80 分）

【第二部】 シンポジウム （70 分）

大会宣言 ・ 閉会

交流集会 (4,000 円）

10 金27 交 流 会

竹田市体育センター( グランツたけた隣接 )交流集会

13:30 ～

17:30

18:00 ～ 20:00

13:55 ～

14:20 ～

主なプログラム

◆トークテーマ１「花咲くたけた運動」
◆トークテーマ２「３つの輪」
◆トークテーマ３「地域連携」
◆トークテーマ４「どうする？竹田、地方創生」

祝・道守20周年
「なぜ、私たちは道守を続けるのか。」

「みちづくし in竹田 2023」実行委員会事務局
道守大分会議事務局　info@michimori.org
道守大分会議ホームページ　https://michimori.org

国土交通省 九州地方整備局 佐伯河川国道事務所
電話：0972-22-1880（代表）  FAX：0972-23-2747（直通）
国土交通省 九州地方整備局 大分河川国道事務所
電話：097-546-1490（直通） FAX：097-546-4354（直通）

全体の問い合わせ先 行政の問い合わせ

米良IC

湯布院 IC

豊後竹田駅

豊後竹田駅から 徒歩 25分 豊後竹田駅から 車 5分

大分開催 3巡目は、大分県竹田市で開催します。小さな町でご不便なこともあるかもしれません。
皆様を一生懸命おもてなしする気持ちでいっぱいです。

竹田を満喫していただきたいので、どうぞ 1泊 2日の小旅行のつもりでご参加ください。

岡城跡・城下町を歩き
歴史文化を感じよう

～魅惑のバイウェイ竹田を満喫～ ＼充実３コースを準備しました／10 土28
現地体験学習会

国指定史跡 岡城跡、武家屋敷通り、
滝廉太郎記念館など

久住高原と先人の見た
風景に触れよう
歌碑めぐり（与謝野晶子・寛など）
くじゅう花公園、ガンジー牧場など

祖母山麓の名水、遺産巡り
たけたの水文化を知ろう
明正井路、白水ダム、河宇田湧水、
姫だるま工房、道の駅すごうなど

※各コース、定員に達しない場合、変更になる場合もあります。

【申込方法】交流会・交流集会・宿泊・現地体験学習会、すべてＷＥＢから申し込みとなります。　
道守九州会議・道守大分会議のホームページより、7月初旬から申込開始！
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岡城跡 くじゅう花公園 河宇田湧水

各コースボランティアガイド付

※豊後竹田駅からグランツたけた
　までバス送迎を予定しています。

〒878-0024
大分県竹田市大字玉来1番地1

※駐車場は350台

定員
45名

定員
45名

定員
20名

豊後竹田駅 

拝田原

89640161
テキストボックス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

89640161
テキストボックス
申し込みは終了しました
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交流会１

12:30～ 受付

13:30～ 開会・挨拶 主催者挨拶 桑野 和泉（実行委員長）
塚原 健一（道守九州会議代表世話人）

来賓挨拶 佐藤 樹一郎（大分県知事）
土井 昌弘（竹田市長）
森戸 義貴（九州地方整備局長）

13:50～ 道守功労者表彰

14:20～ 【第一部】 トークセッション 「花咲くたけた運動」 堀 幸子（中九州横断道路 早期完成を願う女性の会）
渡辺 勝三（Café BoiBｏｉ）
春田 義信（道守大分会議）

「３つの輪」 後藤 節子（道の駅みえ）
大久保 慶（道の駅ゆふいん）
和田 猛（道の駅すごう）

「どうする？竹田、地方創生」 土居 昌弘（竹田市長）
後藤 篤美（竹田市観光ツーリズム協会）

（竹田キリシタン研究所所長）
桑野 和泉（道守大分会議）

【第二部】 シンポジウム
「なぜ私たちは道守を続けるのか」
～これまでも、これからも。道守20周年～

「道守、温故知新～はじまりの振り返り」 樗木 武（道守九州会議顧問）
岡本 博（道守九州会議顧問）
桑野 和泉（道守大分会議）

「これまで～つづける・ひろがる」
これまで継続的に続けてきた活動

桑野 和泉（道守大分会議）
山田 三代子（道守ふくおか会議）
牧 圭子（道守長崎会議）
三原 ユキ江（道守佐賀会議）

「これから～つながり・ひろがる」
つながり・ひろがる道守の輪、３つの輪、
地域の輪

加藤 千明（道守大分会議）
田島 直美（道守かごしま会議）
阿南 誠志（道守くまもと会議）
日高 茂信（道守みやざき会議）

17:２０～ 大会宣言

17:30 閉会

交流会 グランツたけた 廉太郎ホール

みちづくしin竹田2023主なプログラム
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